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会議次第 

１ 開会            

 

２ 議 題     

（１）令和７年度事業報告及び収支決算報告・会計監査報告 

（２）令和８年度事業計画（案）及び収支予算（案） 

（３）市内基地の動向等 

 

３ 閉会 

審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

１ 開会 

  本村会長あいさつ 

 

２ 議題 

（１）令和７年度事業報告及び収支決算報告・会計監査報告 

令和７年度の事業報告及び収支決算報告について、事務局から説明の後、監 

事より会計監査報告を行い、原案のとおり承認された。 



 

（２）令和８年度事業計画(案)及び収支予算(案) 

令和８年度の事業計画案及び収支予算案について、事務局より説明を行い、

原案のとおり承認された。 

 

（３）市内基地の動向等 

市内基地における動向等について事務局から説明を行った。 

質問・意見の概要は、次のとおり。 

 

〇 今年度に入ってからの基地の航空騒音の測定状況について、ホームページで

公表されているものを拝見すると、鶴園小学校、上鶴間中学校、南消防署東林

分署、緑台小学校、この４か所が報告されているが、４月・５月の測定回数が

非常に多くなっている。しかし、それがヘリと一般の航空機もしくは艦載機等

の爆音であるのか、昨年度までの測定回数を見て先ほどから報告があるが、こ

れらの違いというのを測定回数の中から見分けることはできないのか。また、

勝坂コミュニティセンターと相模原駅自動車駐車場の屋上にも設置している

が、ホームページ上で公表はされていないように見受けられる。公表している

のか。苦情件数以外の測定回数の違いというのも、できれば分かるように、整

理していただきたい。 

もう 1点は、去年から、一般の輸送機、戦闘機ではないと思われる機体の飛

行回数が非常に多いと感じる。朝と夜の 11 時頃に飛行している。梅雨の時期

はとても雲が厚いが、朝も昼間も雲の厚さで機体が見えない状況でも、かなり

大きな音がする。これは明らかにヘリではない。去年と今年で航空機騒音の回

数が多くなっているということはないのか。今、世界的には紛争や戦争が拡大

している状況もあるが、そういうこととの関連を含めて、市として意見等あれ

ば回答をお願いしたい。 

 

● 航空機騒音データについて、ホームページでも航空機の測定結果を公表して

いる。南区で測定しているものについては、これまで空母艦載機が非常にうる

さかったということで、そちらを想定して測定しているものだが、９０後半か

ら１００デシベルを超えていると艦載機と思われる。最近では、そのような数

値が回数としては 1回もしくは０回と、かなり減ったということが分かる。そ

れ以外の騒音については、７０デシベル以上であれば騒音として数えるため回

数としては残るが、どの飛行機かというところまでは音からは測定できないた

め、この数値からは移駐後の艦載機を示す値がかなり低くなったということが

言える。 

次に、ヘリコプターについてであるが、勝坂と補給廠についてはヘリコプタ

ーの音を集計している。こちらは６５デシベルで設定をしており、職員が音を

聞きながらヘリコプターであるか全て精査している。輸送機等については、南

の方から横田基地に向かって、輸送飛行機がかなり行き来しているというの

が、相模原市の上空である。特に最近は飛行が多くなったとか、夜間に飛行し



ているというような声も伺う。空母艦載機は移駐したが、未だにそういった飛

行機が飛んでいる。厚木基地周辺においても一定の騒音があるという声も寄せ

られているため、今後も、その部分についてどういう形で申入れ等できるか、

いろいろなものを調べながら、皆様の被害が低減するように取り組んでいきた

い。 

 

〇 先ほどの勝坂と補給廠のヘリコプターの騒音について、ホームページには掲

載していないのか。遅れてでも公表していただくのがよいのではないか。 

それから、後段の課長の答弁だと、世界状況や世界情勢によって、米国から

の航空機・輸送機などが飛来し、厚木基地と横田基地が繋がっている地域に当

たるという意味で私たちの上空というのは、常に軍事状況によって市民にとっ

ては不安がとても増す地域にあることを改めて思わされるわけで、その辺り含

めて、ヘリだけではなく、そうした状況にあることを踏まえ、今年の要請はし

ていただきたいということを改めてお願いしたい。 

 

● ヘリコプターについても、同じような形でホームページに載せているので確

認いただきたい。 

 

３ 閉会 

大槻副会長あいさつ 

 

以 上  

 

    

 


